
令和５年度 アンケート調査について
１ 調査目的

全体

令和8年度の完全実施での「部活動の意義の継承・発展」「新しい価値の創出」に向け、小中学生の意

識ならびにその保護者がどのような考えを持っているのかの意識調査

また、鯖江市内で勤務する教職員が休日の部活動地域移行ならびに働き方改革を推進することによる

学校教育の質の向上をどのように捉えているのかを調査

２ 調査内容

小学生 ・・・ 中学校になって取り組みたい種目（ニーズ調査）※令和８年度以降の地域クラブ活動

に向けた調査

中学生 ・・・ 地域クラブ活動に対する感想

地域クラブ活動として取り組んでほしいこと（ニーズ調査）

保護者 ・・・ 休日の活動についての意識調査

学 校 ・・・ 休日の活動についての意識調査
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期間　１２月１５日（金）　～　１月１６日（火）

回答率

99.0%

66.9%

回答率

78.0%

79.2%

回答率

教職員 86.4%

その他
　　・平日は体操、休日はバドミントンをしたい 　　・休日は１日だけ練習したい
　　・野球 　　・休日は勉強
　　・土曜日だけ活動したい 　　・友達と遊びたい
　　・日曜日だけ練習したい 　　・YouTube

小学生（小４～小６） 中学生（中１～中２）

調査対象　：　　　１２５名

中学校教職員

部活動地域移行に関する調査結果（抜粋）

小学生児童（小４～小６）

小学生保護者（小４～小６）

中学生（中１～中２）

中学生保護者（中１～中２）

調査対象　：　１，３８２名

調査対象　：　１，９７１名

小学校

中学校

【小】中学生になったら、休日はどのように過ごしたいですか

【中】休日に様々な活動があった場合、どのようなことがしたいです



【小学生】その他

　　・その時やりたいこと　　・スノーボード　　・ピアノ　　・ゲーム

　　・スキー　　・バレー　　・ペットの世話　　・趣味　　・ゴルフ　　

　　・折り紙　　・ゴルフ　　・ハンドボール　　・釣り

【中学生】その他

　　・弓道　　・ボーリング　　・アニメ　　・生物観察

小学生（小４～小６） 中学生（中１～中２）
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その他

ギター

琴・尺八・三味線

郷土芸能

バトントワリング

競技かるた
プログラミング

パソコン一般

囲碁将棋

調理

華道（お花）

漫画

科学

書道

美術・絵画

合唱
吹奏楽

硬式野球

スケートボード

ボルダリング

キャンプ

登山

BMX（自転車）
少林寺拳法

合気道

空手道

ボクシング

ダンス

フットサル

なぎなた

硬式テニス

硬式野球

水泳
ホッケー

バドミントン

新体操

体操

柔道

剣道

卓球
バスケットボール

ソフトテニス

バレーボール

サッカー

陸上競技

軟式野球

「違うこともやりたい」「ちがうこと」を選んだ人は、どのようなことをやっ

てみたいですか。【複数回答可】

小学生 中学生

人



中学生生徒（１年生～２年生）

小学生（小４～小６） 中学生（中１～中２）

平日の放課後に所属している活動について

人

その他

・部活動に入っていない

・活動状況が問題で不満

・目標はしっかりしている

が、全員が同じ方向を

向いていない

・不満というより不安

・後輩の方が上手く不安

だが、不満はない

・顧問の先生に不満

・部活動時間が短い。

もっ

と増やしてほしい

・ケガにより活動が制限

・今の活動が良い方向に



その他

　・休日は元々活動はないから分からない ・卒業してもできる環境

　・クラブでの活動をやめたい ・休日は活動しない方がよい

　・身体をしっかり休めたい ・休日は行かない

中学生生徒（１年生～２年生）
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その他

楽しく活動に参加

仲間と仲良く活動

引退なく練習できる

たくさん練習できる

指導者からの直接指導

個々のレベル・体力に

合わせた指導

体力、運動能力の向上

技術・戦術的な指導

休日の活動にどのようなことを期待していますか【複数回答可】

令和５年度 令和４年度



その他

小学校保護者

　　・大会前など必要時以外は楽しく活動してよいと思う

　　・部活動以外の活動をそのまま継続させたい

　　・オフシーズンは適度な休みも必要だと思う

　　・１日は仲間と楽しく活動、１日はゆっくり休む

　　・部活動以外の活動をそのまま継続させたい

　　・部活動はやってほしいが、休日家族と過ごす時間も大切にしたい

中学校保護者

　　・クラブチーム所属しており、１日中活動している

　　・自分のやりたいことをやらせたい。部活動の延長であるならば受け皿を行政側で対応すべき

　　・子どもは休日に部活動をしていないため

　　・学校での活動なら良いが、仕事上送迎は難しい

　　・大会が近い時は活動はあってもよいが、他は休ませたい

　　・勉強させたい

　　・休日の半日くらいは活動、残りは自由にして、自分の時間も大切に過ごせるようにさせたい

　　・大会で上位を目指すには土日も練習試合が必要。平日だけの活動には賛成できない。

保護者（小４～小６、中１～中２）

中学校では、休日はどのように過ごさせたいですか



その他

小学校保護者

　　・人手が必要な時は、なるべく協力したい 　　・今はまだわからない

　　・できる限りがんばりたい 　　・毎回の協力は難しい

　　・部活動以外に入る予定であり、そちらで協力する 　　・経験がないので分からない

　　・休日は親も休みたい 　　・すでに参画している

　　・送迎等ならできる、送迎等も難しい 　　・指導者として活動している

　　・強制的な協力や絶対参加は嫌 　　・仕事柄休日の協力は難しい

　　・質問の意味が分からない、参画・協力内容がわからない

　　・指導者不足で保護者が携わらなければ活動できないなら活動できなくても仕方ない

　　・ボランティアでの継続ではなく、しっかりした枠組みが必要

　　・強制的な協力や絶対参加は嫌

中学校保護者

　　・他の活動に参加している 　　・休日仕事なので、協力は難しい

　　・毎回の協力は難しい

　　・内容による

　　・事前に予定が分かるようなら都合はつきます

　　・できることがあれば手伝う

　　・子どもが在籍中なら協力できるが、その後は難しい

　　・保護者が当番制等で携わらないといけないようなら困難

　　・保護者として子どもたちの活躍に応援できればよい

　　・興味はあるが、役に立てる自信がない、協力できるか分からない

　　・親が関わることに子どもは嫌がるので協力できない

　　・スポ少のような協力は難しいが、子どもたちが仲間と一緒にスポーツができる環境を確保してあげたい

　　・指導はできないが、事故やケガがおこらないように見守ることはできる

　　・活動に親の参加が必要になると、入る種目を選び、人数が偏るように思う

　　・保護者が手伝ってまで運営しないといけない地域クラブは辞めるべき

　　・市は運営が成り立つよう、クラブにもっと市が支援すべき

　　・どのような参画・協力内容か分からない

　　・すでに参画・指導者として活動している

　　・送迎等ならできる範囲で協力します

　　・休日に活動のない部活動に加入している

　　・協力の有無は時と場合による

保護者（小４～小６、中１～中２）

休日の地域クラブ活動での保護者や地域人の立場で参画や協力について【複数回答可】

人



その他

　・教員が休養を取ることによる心身の健康や家庭の充実が、学校教育全般の向上につながる

　・何も変わらないので考えることが無駄

　・教師自身が自分の人生を幸せに生きること、そして、幸せになる方法を生徒に伝えること

　・学校教育全般において、本人の適性や年齢、キャリアステージ等に応じた分野における質の向上

　・部活動の地域移行と学校の質の向上とは関係ない。
　 むしろ部活動が切り離されることにより、生徒指導や生徒との人間関係といった面でマイナス面が大きい。

中学校教職員
国は部活動地域移行が教員の働き方改革の推進であると考えており、働き方改革に

よる、「学校の質の向上と捉えていますが、どのような質の向上が大切だと思います

か。



小学校保護者 その他：

【全体的なこと】
・特に期待することはない

・地域のクラブが何をするのかを確認してからではないと何とも言えない

・中学校部活くらいの時間、活動を行いたい学生だけが活動を行えば良い

・活動内容や目標にあっていればいい

・目的・目標にあった活動を選べること

・先生の負担軽減

・地域が担うことに反対

・心配があるなら預けないです。活動したかったらすれば良いし活動したくなかったらしなければ良い

・他校生徒との揉め事を相談出来る窓口があるかどうかなど何が問題が起きた場合、学校へ報連相があるのか

・学校行事と重なる時などは、学校側も快く応援してほしいと思う

・何かあった場合の責任は学校が取ると考えてよいのか。変更するからにはもちろん子供たちにメリットはあると

考えてよいのか

・何の説明も受けてない状態で選べない

【スポーツクラブに対して】
・指導者が適切な指導を行っているか定期的に指導されている生徒に無記名のアンケートをとるなどして欲しい

・教員の負担は減ると思うが実際の所、外部コーチの負担が増すだけだと思います。鯖北のコーチはほとんどが

ボランティアで運営していることが多く、自分のチームでも指導者不足でやりくりしているのに毎週コーチを派遣す

るのは実際かなりきついと思う

・以前、本人は辞めたくても引き止められて親は協力しろとか言ってくる所があったらしいので入れたくない

・指導者を誰が指揮管理するのか

【指導者】（質）
・勝敗にこだわるあまり、過度な指導にならないか心配である

・指導者の過度な指導

・地域の指導者の場合、生徒に接することが、できるか心配

・地域の指導者の方など、してくれる方がいない。いたとしても、生徒の不平等（レギュラー）を耳にするが、他にし

ていただける指導者の方がいない為、子供が我慢をすることをよく耳にする

・地域指導者が適切な指導ができるかということ

・地域から生まれる忖度

・指導者の子供たち対する指導だけでなく心の対応(出来る子、出来ない子に対するある程度の平等制など)

・関わる大人の人柄や指導歴が見えにくい

・指導者の種目に対する専門性や質。中学生なので大前提として人間性社会性の指導ができるかどうか。の2点

を両立していただけるか心配であり、そこに期待している

・生徒をまとめるという点で、教師でない地域の指導者の方には負担が大きくないか

・素人指導者ではなく、指導者への『指導者として』的なレクチャーを継続的に必須項目にしてほしい。それであれ

ば安心

・育成年代の指導は教育的であってほしい

・地域の指導者が、生徒のメンタル面や個別に抱える事情などにどれだけ配慮しながら指導してくれるのか

・指導者の人間性や教養が必要

・熱心なあまり、度を過ぎないか懸念される。例えば県外への遠征が多いなど。中学生にあった指導をしてほしい。

・地域の指導者の場合、指導が偏ること等が考えられることが心配

・思いが強い地域の指導者や教員が行うことでの、指導の行き過ぎにならないようにしてほしい

・勝利至上主義や暴言、暴力などの体罰、健全な子の心身を育む視点から逸脱した指導に変わるのではないか。

学校及び学校教員との連携不足による子や親への負担

（学校と地域指導者との連携）
・教員と外部の指導員の指導に一貫性が持たせられるのか疑問

・平日の学校の部活と休日の地域クラブでの指導が引き継がれているかどうか。言っていることが違うなど

・学校及び学校教員との連携不足による子や親への負担



中学校保護者 その他：

【全体的なこと】
・先生の負担が軽減され質のいい教育が行われること

・その能力がどれほどのものかわからないので評価のしようがない。

・期待はしていない

・普通に子どもが楽しかった！と、思えればそれでいい

・向上心といい人間関係を築ければ良い

・技術はもちろん、子供の人間性を育てる、保護者と共にこどもを見守ること

・顧問とは違った視点からの指導を受けられる、指導法が違ったとしても多様性があることを学ぶのも将来社会に

出てからの布石になると思う

・楽しく部活をしたい生徒と専門的に部活をしたい生徒がいると思うので、どちらかに負担がかかるのではと不安

・学校活動とのバランスがとれる人物・団体かどうか

・全ての生徒が部活動中心の生活をしているわけではないと思うし、そもそも部活動は先生方の本務でないのと

同様に、生徒にとっても主目的ではない

・実際に行なってみなければ、わからない

・学校活動にないクラブに興味がある子には嬉しい選択肢となることだと思いますが、当然運営先が違うので親

の協力はついてまわることだと思う。どちらも選べる状況下が保てればありがたい

・なにかトラブル等あった時、学校に相談出来るのか

・各クラブの指導者を平日でも常時確保できるか不安

・地域クラブとの連絡報告相談により顧問の先生方の負担が返って増すこと

・個人情報の取り扱い

・学校の部活動より体罰や叱責、根性主義の色が強くなること

・結局教員も駆り出されて、先生の負担は大して減らないこと

・責任の所在が曖昧になること

・土日と平日で指導者が変わると指導の方向性や内容が統一できないこと。文化部も含めて活動を保障できるの

か。

・病気、怪我はつきものです。病気、怪我、などがおきてしまった時の保護者への連絡方法

・教員と違って異動がないため、指導者が不適格であってもずっとその指導が固定化されてしまう可能性があるこ

と

・勝利主義による各部員間の経験値の偏りが出ないか心配である

・特になし、すでにクラブに入ってる

・地域指導者は学校での人間関係を知らないためトラブルが生じた際、当事者としっかり向き合ってくれるのか、

それを求めて良いのか

・指導者の指導方法の共有

・親同士が乗合で子供を乗せて移動などがあるのか（運転の粗い人だと不安）

・部活の延長程度にしか活動時間を確保していないと感じる

・目に余る指導があった場合学校に通報すればいいのか。

・技術は指導できても子供の安全面が不安。暴力問題、性被害、など問題が起きると思う

・冬場の活動場所や移動

【指導者】（質）
・指導者が教育的であるかどうか

・過度に高い目標などを掲げて子供に無理をさせること

・指導者の質、人間性

・大人の関係から生まれる忖度が入ること

・地域の指導者は、教育者として適切な指導ができるのか心配。勝利主義が暴言や暴力などにつながらないか

・指導者の人格(暴言や暴力的な指導、また性犯罪に繋がる可能性はないか)

・指導力の査定ができないこと 人間性も含め指導者として相応しくない人がいるかもしれない

・指導者がどんな人なのか 周りに合わせて出来る子を怒る人で子供の心が壊れた経験あるので適切な人か人

選してほしい

・指導者の体罰等

・人間関係を築く場でもあると思うので、適切な対応がなされるか
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